
自治体職員の立場から見た 
双葉郡や大熊町の現状等について 
 

福島県大熊町 
平成２８年４月 



大熊町の概要   

■福島県浜通りの中央に位置し、人口１１，５０５人（平成２３年３月１１日時点）、
面積７８．７ Km2 （※山手線の内側：６３Km2）を有する町。 

■果樹（梨、キウイ）や、梨やキウイを原料としたワイン、養殖のヒラメが名
産。 

■国、福島県の主導により、東京電力福島第一原子力発電所を誘致。 
  １～４号機が立地。１号機が１９７１年３月に運転開始。 
 



大熊町の位置   



避難状況① 

■避 難 先： ①いわき市４，４９４人、②会津若松市１，３８８人、 
          ③郡山市１，０３６人 
           ◇県内 ８，１６１人  ◇県外 ２，５７５人 
 
■仮設住宅等： 仮設住宅 ９７９人、 復興公営住宅 ２１５人 
 
■学校機能：  幼稚園１２人、小学校６８人、中学校４２人  



避難状況② 

帰還困難区域 

居住制限区域 

避難指示解除準備区域 

浪江町 

双葉町 

大熊町 

富岡町 

葛尾村 

南相馬市 

楢葉町 

川内村 

町村 避難先① 避難先② 避難先③

避難者数 人数 人数 人数

葛尾村 三春町 郡山市 田村市

1,473人 803人(55%) 273人(19%) 150人(10%)

浪江町 福島市 いわき市 二本松市

21,031人 3,450人(16%) 2,739人(13%) 2,188人(10%)

双葉町 いわき市 郡山市 福島市

6,969人 2,052人(29%) 728人(10%) 316人(5%)

富岡町 いわき市 郡山市 福島市

15,132人 6,003人(40%) 2,779人(18%) 393人(3%)

役場本所

三春町

二本松市

いわき市

郡山市

※数値については、概ね平成２８年２月現在。 ※数値については、概ね平成２８年２月現在。 



住民意向調査①  

大熊町  <帰還意向>  



住民意向調査② 

避難指示区域等  <帰還意向>  

※調査年度  H27年度（田村市、川俣町、浪江町、大熊町、富岡町） 
         H26年度（飯舘村、川内村、双葉町、楢葉町） 
         H25年度（南相馬市、葛尾村） 
           



双葉郡等おける主要施設等の状況① 

南相馬市  南相馬市  

○浜地域農業再生研究センター 
○環境創造センター  

○廃炉国際共同研究センター 
  「国際共同研究棟」 

富岡町  

川内村 

○川内高原農産物栽培工場 

浪江町･双葉町  浪江町･双葉町  

○復興祈念公園  

（双葉町・大熊町） （双葉町・大熊町） 

○中間貯蔵施設  

大熊町  大熊町  

○大熊分析･研究センター 
 {福島第一原子力発電所校内}  



○福島県立ふたば未来学園高等学校 

広野町 

（広野町・いわき市） 

○最新石炭火力発電所 

○小名浜港の機能強化（平成２９年一部開始目標） 
○小名浜太陽光プロジェクト 
○いわき市新病院建設事業（平成３３年３月まで（予定）） 

いわき市 

○Jウ゛ィレッジ 

（楢葉町・広野町） 

双葉郡等おける主要施設等の状況② 

楢葉町  

○楢葉遠隔技術開発センター(モックアップ施設) 

○福島県立大野病院付属ふたば復興診療所 



復興計画  
 

＜大熊町第二次復興計画の考え方＞ 

 

１．今後１０年程度の計画 

 

   ２．「避難先での安定した生活」と 
     「帰町できる環境づくり」 

 

   ３．「震災発生時に大熊町民であった 
     全ての人及び事業者」が対象 



復興拠点  



復興に向けた課題① 

■ 時間軸の設定の難しさ 
      

■ 風評被害    

■ 生活環境の保証 
 
 

■ コミュニティの維持    

直面している課題 



復興に向けた課題② 

 ■ 除染の推進 

 
 ■ 中間貯蔵施設 

■ 廃炉作業 

 
 ■ 空間放射線量 

 

長期的な課題 



ご清聴ありがとうございました。 


